
ス
ト
レ
ス
社
会
に
生
き
る

前

　

田

　

基

　

成

ス
ト
レ
ス
社
会

わ
れ
わ
れ
の
日
常
生
活
を
見
ま
わ
し
て
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
多
か
れ
少
な
か
れ
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
機
会
が
あ
る
。

幼
児
で
も
母
親
か
ら
叱
ら
れ
る
と
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
し
、
特
に
仕
事
に
就
い
て
い
な
い
老
人
で
も
、
近
所
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
仲
間
と
の
対
人
関
係
で
気
ま
ず
い
思
い
を
す
れ
ば
、
そ
れ
が
ス
ト
レ
ス
に
な
る
。
こ
れ
が
会
社
勤
め
の
社
会
人
と
な
る
と
、

上
司
と
の
人
間
関
係
、
取
り
引
き
先
と
の
交
渉
、
締
め
切
り
な
ど
の
時
間
的
制
約
、
残
業
、
と
い
う
具
合
に
ス
ト
レ
ス
の
連

続
と
も
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

本
稿
で
は
、
現
代
の
ス
ト
レ
ス
社
会
の
様
子
、
ス
ト
レ
ス
と
は
何
か
、
そ
れ
に
ス
ト
レ
ス
に
対
処
す
る
た
め
の
リ
ラ
ク
セ

ー
シ
ョ
ン
法
に
つ
い
て
述
べ
る
。

ス
ト
レ
ス
社
会
に
生
き
る
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図1　九州大学心療内科に受診した10歳代の患者数
（未発表資料）

生
き
る

中
学
生
・
高
校
生
は
精
神
的
に
疲
れ
て
い
る

1
あ
る
調
査
よ
り
　
－

近
年
、
学
校
の
保
健
室
に
や
っ
て
来
る
児
童
・
生
徒
の
訴
え
が
従

来
の
も
の
と
は
違
っ
て
き
て
い
る
。
保
健
室
の
処
置
統
計
を
み
て
も
、

け
が
な
ど
の
外
科
的
処
置
は
昭
和
四
〇
年
代
で
は
全
体
の
約
五
〇
パ

ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
五
〇
年
代
は
約
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に

減
少
し
、
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
内
科
的
な
も
の
、
相
談
的
な
も
の
と

な
っ
て
お
り
、
最
近
で
は
ま
す
ま
す
そ
の
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
る

（
坂
田
、
一
九
八
九
）
。
ま
た
、
成
人
病
、
心
身
症
な
ど
、
従
来
は
成

人
に
し
か
み
ら
れ
な
か
っ
た
疾
患
が
児
童
・
生
徒
の
間
で
も
み
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
九
州
大
学
医
学
部
心
療
内
科
の
資
料
に
よ
る
と
、

近
年
、
成
人
と
同
様
に
一
〇
歳
代
の
心
身
症
新
患
外
来
患
者
が
増
加

し
て
お
り
、
特
に
一
六
歳
以
上
で
こ
の
傾
向
は
著
し
い
　
（
図
1
）
。

以
下
、
前
田
・
山
口
　
二
九
九
一
）
　
の
調
査
結
果
か
ら
、
学
校
で

の
中
学
生
・
高
校
生
の
心
身
の
健
康
状
況
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
調

査
は
福
岡
県
内
の
す
べ
て
の
中
学
校
∴
高
校
の
養
護
教
諭
五
一
七
名



内科系主訴と外科系主訴

中学校（N＝232） 俘)9乂xﾕｨ�碑������｢�

内科系主訴の方が多い 都h�Cx�2�83．9％ 

外科系主訴の方が多い ����C(�2�10．0％ 

両者ともほぼ同数 度�C8�2�4．4％ 

わからない、無回答 滴�C��2�1．7％ 

2　主な内科系主訴（中学校）

（
中
学
校
二
九
七
校
、
高
校
二
二
〇

校
）
　
に
対
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

を
郵
送
し
、
無
記
名
に
て
回
答
、
返

送
を
求
め
た
。
回
収
率
は
七
二
二
二

パ
ー
セ
ン
ト
で
、
結
果
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

仰
　
保
健
室
で
の
訴
え

表
1
に
示
す
よ
う
に
、
頭
痛
、
腹

痛
な
ど
内
科
系
の
症
状
を
訴
え
て
保

健
室
を
訪
れ
る
生
徒
数
が
、
け
が
な

ど
の
外
科
系
の
症
状
を
訴
え
て
訪
れ

る
生
徒
数
よ
り
も
上
回
っ
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
内
科
系
の
主
訴
を
訴
え

て
保
健
室
を
訪
れ
る
場
合
、
主
訴
と

し
て
多
い
も
の
を
複
数
回
答
し
て
も

ら
っ
た
と
こ
ろ
、
中
学
校
で
は
図
2

に
示
す
結
果
が
得
ら
れ
た
。
「
頭
痛
」
、

ス
ト
レ
ス
社
会
に
生
き
る

め
ま
い

歯
痛

嘔
吐

そ
の
他

寒
気

喉
が
痛
い

下
痢

吐
き
気

な
ん
と
な
く

だ
る
い

気
持
ち
が
悪
い

腹
痛

頭
痛

件
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図3　心身症的症状の頻度

生
き
る

「
腹
痛
」
、
「
気
持
が
悪
い
」
　
の
三
つ
が
多
く
、
高
校
で
も
こ
れ
と
同
様
の
結
果
が
得
ら
れ

た。
伽
　
心
身
症
的
症
状
の
実
態

以
上
の
よ
う
に
中
学
校
、
高
校
と
も
内
科
系
の
症
状
を
訴
え
て
保
健
室
を
訪
れ
る
数
が

多
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
内
科
系
の
症
状
の
中
で
、
「
身
体
的
な
問
題
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
背
後
に
心
理
的
・
精
神
的
な
問
題
を
か
か
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
疑
わ

れ
る
ケ
ー
ス
が
ど
の
程
度
あ
る
か
に
つ
い
て
、
「
た
び
た
び
あ
る
」
も
し
く
は
「
あ
る
」
と

答
え
た
の
は
、
中
学
校
で
九
八
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
高
校
で
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た

（
図
3
）
。
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
内
科
系
の
主
訴
全
体
に
占
め
る
割
合
を
質
問
し
た
と
こ

ろ
、
表
2
の
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。
内
科
系
主
訴
の
一
〇
～
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
る
と
い
う
回
答
が
中
学
校
、
高
校
と
も
最
も
多
か
っ
た
。
ま
た
、
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以

上
、
す
な
わ
ち
内
科
的
な
症
状
の
訴
え
の
半
数
以
上
に
心
理
的
要
因
の
関
与
が
疑
わ
れ
る

と
感
じ
て
い
る
養
護
教
諭
が
中
学
校
で
一
五
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
高
校
で
七
・
六
パ
ー
セ

ン
ト
み
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
最
近
四
～
五
年
間
に
増
加
し
て
い
る

か
に
つ
い
て
は
、
図
4
に
示
す
よ
う
に
、
中
学
校
で
七
四
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
高
校
で
七

〇
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
約
七
割
の
学
校
で
、
「
増
加
し
て
い
る
」
と
い
う
回
答
が
得
ら
れ

た。



表2　内科系主訴に占める心身的症状の比率

比　　率 �(hｧxﾕｨ�碑��##��｢�高等学校（N＝171） 

内科系主訴の10％未満 �#X�C��2�27．1％ 

内科系主訴の10～30％ 鼎h�C8�2�41．8％ 

内科系主訴の30－50％ ��(�Cx�2�13．9％ 

内科系主訴の50％以上 ��X�C(�2�7．6％ 
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図4　心身症的症状の増加傾向

一　高　　校

六

以
上
の
結
果
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
。
す

な
わ
ち
、
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
保
健

室
で
の
内
科
的
訴
え
の
増
加
傾
向
が
明
確
に
認
め
ら

れ
、
最
近
さ
ら
に
そ
の
傾
向
が
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、

そ
の
よ
う
な
内
科
的
症
状
の
中
に
、
心
理
的
・
精
神
的

要
因
が
関
与
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
心
身

症
的
症
状
が
か
な
り
の
割
合
を
占
め
、
最
近
そ
の
よ
う

な
心
身
症
的
症
状
の
数
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。
こ

れ
も
ス
ト
レ
ス
社
会
の
産
物
で
あ
り
、
中
学
校
・
高
校

の
生
徒
た
ち
に
も
ス
ト
レ
ス
が
か
な
り
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

心
療
内
科
受
診
の
患
者
よ
り

－
　
ス
ト
レ
ス
の
あ
ら
わ
れ
方
　
－

次
に
、
筆
者
が
九
州
大
学
医
学
部
心
療
内
科
で
経
験

し
た
症
例
を
あ
げ
る
。

［
患
者
］
　
A
さ
ん
、
三
五
歳
、
男
性
、
銀
行
員

ス
ト
レ
ス
社
会
に
生
き
る



生
き
る

［
問
題
と
な
る
症
状
］
　
動
悼
、
吐
き
気
、
胸
の
む
か
つ
き
感
、
下
肢
脱
力
感

［
症
状
の
経
過
］
　
昭
和
六
二
年
こ
ろ
か
ら
、
三
ケ
月
に
一
回
位
の
割
合
で
勤
務
中
に
動
悼
、
吐
き
気
、
腋
下
の
発
汗
、
下

肢
脱
力
感
が
出
現
し
て
い
た
が
、
特
に
仕
事
に
支
障
が
な
い
程
度
だ
っ
た
の
で
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
い
た
。
昭
和
六
三
年
七

月
、
タ
ク
シ
ー
に
乗
車
中
、
お
よ
び
仕
事
中
の
二
回
、
上
記
症
状
が
出
現
、
そ
の
と
き
は
仕
事
を
続
け
ら
れ
な
い
程
度
だ
っ

た
の
で
、
早
退
し
た
。
同
年
八
月
、
か
ぜ
症
状
の
た
め
、
三
日
間
欠
勤
後
、
外
出
し
よ
う
と
す
る
と
、
上
記
症
状
に
加
え
て

「
足
が
す
く
む
よ
う
な
感
じ
」
が
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
と
き
は
無
理
に
出
勤
し
た
が
、
仕
事
中
、
症
状
が
悪
化
し
早

退
し
た
。
翌
朝
も
同
じ
様
な
症
状
が
み
ら
れ
る
た
め
、
総
合
病
院
の
内
科
を
受
診
。
検
査
の
結
果
、
身
体
的
に
は
特
に
憩
い

と
こ
ろ
は
な
い
と
言
わ
れ
た
。
医
師
か
ら
は
少
し
ゆ
っ
く
り
と
休
養
す
る
よ
う
勧
め
ら
れ
た
が
、
本
人
は
多
少
症
状
が
現
れ

て
も
出
勤
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
一
ケ
月
後
、
出
勤
途
中
、
あ
ま
り
に
症
状
が
激
し
い
た
め
、
途
中
で
引
き
返
さ

ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
そ
れ
以
後
出
勤
で
き
な
い
ほ
ど
症
状
が
悪
化
し
た
。
一
〇
月
、
日
赤
病
院
に
入
院
、
検
査
で
は
異
常

な
し
と
の
結
果
だ
っ
た
が
、
症
状
は
改
善
せ
ず
、
入
院
中
さ
ら
に
不
眠
、
食
欲
不
振
、
焦
燥
感
が
出
現
、
体
重
減
少
　
（
六
五

1
五
七
k
g
）
　
も
み
ら
れ
た
。
同
病
院
に
二
ケ
月
入
院
し
、
症
状
が
や
や
改
善
し
た
と
こ
ろ
で
退
院
、
自
宅
療
養
で
体
重
の
増

加
も
み
ら
れ
、
少
し
ず
つ
仕
事
に
も
出
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
動
博
、
吐
き
気
、
胸
の
む
か
つ
き
、
下
肢
脱
力
感
と
い
っ
た

症
状
は
消
失
し
な
か
っ
た
。

平
成
元
年
二
月
、
会
社
の
昼
休
み
に
外
出
し
、
ス
ー
パ
ー
に
買
物
に
行
く
途
中
、
横
断
歩
道
を
渡
ろ
う
と
し
た
と
き
、
動

摩
、
発
汗
、
「
足
が
す
く
む
感
じ
」
が
急
に
激
し
く
な
る
と
と
も
に
、
頭
か
ら
血
が
ひ
い
て
い
く
感
じ
が
し
て
、
意
識
が
遠
く

な
り
、
そ
の
場
に
し
ゃ
が
み
込
ん
だ
。
そ
の
と
き
は
何
と
か
会
社
に
戻
れ
た
が
、
以
後
、
外
出
時
に
、
ま
た
倒
れ
る
の
で
は



な
い
か
、
そ
の
ま
ま
見
捨
て
ら
れ
た
ま
ま
で
お
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
動
博
、
吐
き

気
、
胸
の
む
か
つ
き
、
下
肢
脱
力
感
と
い
っ
た
身
体
症
状
も
激
し
く
な
り
、
家
か
ら
ほ
と
ん
ど
外
に
出
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

同
年
四
月
、
九
州
大
学
付
属
病
院
第
一
内
科
に
入
院
、
消
化
器
、
循
環
器
、
神
経
学
的
に
は
全
く
異
常
所
見
が
認
め
ら
れ
な

い
こ
と
か
ら
、
心
療
内
科
に
紹
介
さ
れ
、
転
科
入
院
と
な
っ
た
。

［
心
理
的
∴
社
会
的
問
題
］
　
A
さ
ん
の
勤
務
す
る
銀
行
は
九
州
で
は
最
大
手
の
地
方
銀
行
で
、
A
さ
ん
は
東
京
の
大
学
を

出
て
す
ぐ
同
銀
行
に
就
職
、
い
わ
ゆ
る
出
世
コ
ー
ス
に
の
り
、
三
〇
歳
で
本
店
営
業
部
に
戻
り
、
三
四
歳
で
あ
る
支
店
の
支

店
長
代
理
に
昇
進
し
た
。
昇
進
と
同
時
に
、
付
き
合
い
が
多
い
、
自
分
の
判
断
一
つ
で
莫
大
な
お
金
が
動
く
、
失
敗
は
絶
対

に
許
さ
れ
な
い
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
る
、
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
ス
ト
レ
ス
」
を
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
一
時
、

円
形
脱
毛
に
悩
ま
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
自
分
の
性
格
と
し
て
は
、
も
と
も
と
緊
張
し
や
す
い
、
口
数
が
少
な
く
友

人
も
少
な
い
、
人
に
は
自
分
を
よ
く
み
せ
た
い
、
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
る
と
思
う
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
強
い
ス
ト
レ
ス
が
持
続
的
に
与
え
ら
れ
る
と
、
身
体
的
あ
る
い
は
精
神
的
な
働
き
の
中
で
も
特
に
弱
い
部

分
に
機
能
障
害
を
起
こ
す
。
そ
の
部
分
は
個
人
差
が
あ
り
、
こ
の
A
さ
ん
の
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
部
分
に
現
れ
る
場
合
、

消
化
性
潰
瘍
、
頭
痛
と
い
っ
た
単
一
の
症
状
と
し
て
現
れ
る
場
合
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
ま
た
、
身
体
で
は
な
く
、
神
経

症
な
ど
精
神
的
な
症
状
と
な
っ
て
現
れ
て
く
る
場
合
も
あ
る
。

ス
ト
レ
ス
社
会
に
生
き
る



生
き
る

ス
ト
レ
ス
の
意
味
　
　
1
適
応
の
た
め
の
非
特
異
的
反
応
　
－

ス
ト
レ
ス
と
い
う
こ
と
ば
は
古
く
は
物
理
学
の
こ
と
ば
で
、
一
つ
の
系
に
加
え
ら
れ
た
緊
張
、
圧
力
、
な
い
し
は
歪
み
を

起
こ
さ
せ
る
反
応
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
生
理
学
の
方
で
は
一
九
二
七
年
、
ア
メ
リ
カ
の
生
理
学
者
キ
ヤ
ノ
ン
が
あ
る
二
足

の
生
理
現
象
に
用
い
た
の
に
続
い
て
、
カ
ナ
ダ
の
内
分
泌
学
者
セ
リ
エ
の
一
九
三
五
年
の
論
文
に
初
め
て
現
在
の
意
味
で
の

ス
ト
レ
ス
と
い
う
語
が
登
場
し
た
。

セ
リ
エ
に
よ
れ
ば
、
生
体
が
外
部
か
ら
何
ら
か
の
刺
激
を
受
け
て
緊
張
、
歪
み
の
状
態
を
起
こ
す
と
、
こ
れ
ら
の
刺
激
（
ス

ト
レ
ッ
サ
ー
）
　
に
適
応
し
ょ
う
と
し
て
、
生
体
の
内
部
に
非
特
異
的
　
（
一
般
的
）
な
反
応
が
起
こ
る
。
こ
れ
ら
の
反
応
を
ス

ト
レ
ス
と
呼
ん
だ
。
こ
こ
で
、
「
非
特
異
的
」
と
は
「
特
異
的
」
に
対
す
る
語
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
暑
い
と
汗
が
出
る
、
走

る
と
脈
拍
が
速
く
な
る
が
、
発
汗
は
暑
さ
に
対
し
て
起
こ
る
特
有
の
つ
ま
り
特
異
的
な
反
応
で
あ
り
、
脈
拍
が
速
く
な
る
の

は
身
体
的
活
動
に
対
す
る
特
異
的
な
反
応
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
刺
激
の
種
類
が
何
で
あ
る
か
に
関
係
な
く
防
衛
反
応

と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
反
応
が
非
特
異
的
反
応
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
非
特
異
的
反
応
は
な
ぜ
起
こ
る
か
。
そ
れ
は
、
ス
ト
レ
ス
刺
激
（
ス
ト
レ
ッ
サ
⊥
を
受
け
る
と
、
生

体
の
自
律
神
経
系
の
一
つ
で
あ
る
交
感
神
経
系
の
活
動
が
始
ま
っ
て
こ
の
反
応
が
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
。



般
適
応
症
候
群
　
　
－
　
ス
ト
レ
ス
学
説
　
－

卵
巣
ホ
ル
モ
ン
の
研
究
を
し
て
い
た
カ
ナ
ダ
の
内
分
泌
学
者
セ
リ
エ
は
、
卵
巣
エ
キ
ス
を
注
射
す
る
と
、
非
特
異
的
に
副

腎
肥
大
、
胃
・
十
二
指
腸
潰
瘍
、
胸
腺
・
リ
ン
パ
腺
萎
縮
の
三
つ
の
症
状
が
現
れ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
こ
れ
ら
の
症
状
は
、

卵
巣
ホ
ル
モ
ン
に
よ
る
ば
か
り
で
な
く
、
火
傷
や
寒
冷
刺
激
な
ど
に
よ
っ
て
も
生
じ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
生
体

が
各
種
の
有
害
な
ス
ト
レ
ス
刺
激
（
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
）
を
加
え
ら
れ
て
、
歪
ん
だ
状
態
（
ス
ト
レ
ス
状
態
）
に
お
か
れ
る
と
、

こ
の
よ
う
な
症
状
が
起
こ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
脳
下
垂
体
や
副
腎
を
除
去
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
生
体
防
衛
反
応
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

ス
ト
レ
ッ
サ
ー
1
脳
下
垂
体
前
葉
1
副
腎
皮
質
↓
ホ
ル
モ
ン
分
泌

と
い
う
過
程
を
と
っ
て
、
こ
れ
ら
の
症
状
が
出
現
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
生
体
が
ス
ト
レ
ス
刺
激
に
適
応

す
る
た
め
に
現
れ
る
症
状
で
あ
っ
て
、
セ
リ
エ
は
こ
れ
を
般
適
応
症
候
群
（
あ
る
い
は
全
身
適
応
症
候
群
、
G
A
S
）
と
名

づ
け
た
。
こ
れ
は
警
告
反
応
期
、
抵
抗
期
、
疲
債
　
（
ひ
ば
い
）
　
期
の
三
期
に
分
け
ら
れ
る
　
（
図
5
）
。

第
一
段
階
の
警
告
反
応
期
は
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
に
直
面
し
て
起
こ
る
反
応
で
あ
る
。
ま
ず
は
じ
め
に
、
受
動
的
な
シ
ョ
ッ
ク

相
が
あ
ら
わ
れ
、
次
い
で
抗
シ
ョ
ッ
ク
相
が
あ
ら
わ
れ
る
　
（
図
6
）
。

シ
ョ
ッ
ク
相
は
、
生
体
が
突
然
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
に
さ
ら
さ
れ
た
と
き
、
数
分
か
ら
一
日
く
ら
い
に
わ
た
っ
て
起
こ
る
。
副

腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
が
相
対
的
に
不
足
し
て
、
血
圧
低
下
、
体
温
低
下
、
筋
緊
張
低
下
、
胃
・
腸
の
潰
瘍
形
成
、
白
血
球
減
少
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図5　般適応症候群（GAS）第1～第3段階の出現過程
く内Ill（1985）より引用〉

第1段階 ��c)&丶ｲ�.�)|ﾒ��h�ｸ��第3段階 

⊥ランク帝　示ノ今 �.�(ｯ｢�＼ 

警告反応期 剩譌ｻ期 

図6　般適応症候群の各段階における抵抗力の推移
く内山（1985）より引用〉



後
増
加
、
血
糖
増
加
後
減
少
副
腎
皮
質
か
ら
の
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
分
泌
な
ど
が
起
こ
る
。

抗
シ
ョ
ッ
ク
相
で
は
、
下
垂
体
前
葉
か
ら
副
腎
皮
質
刺
激
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
て
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
が
増
加
し
、
生

体
の
抵
抗
力
が
高
ま
る
。
胸
腺
・
リ
ン
パ
腺
は
萎
縮
し
、
白
血
球
増
加
、
リ
ン
パ
球
減
少
が
み
ら
れ
る
。
他
の
ス
ト
レ
ッ
サ

ー
に
対
し
て
も
抵
抗
力
は
強
ま
る
。

第
二
段
階
の
抵
抗
期
は
、
生
体
が
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
に
対
し
て
全
面
的
に
抵
抗
力
を
増
し
、
こ
れ
に
適
応
し
ょ
う
と
す
る
段

階
で
、
も
と
の
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
に
対
す
る
抵
抗
力
は
最
も
強
く
な
り
、
そ
の
結
果
、
警
告
反
応
期
で
引
き
起
こ
さ
れ
た
組
織

学
的
・
生
化
学
的
諸
変
化
は
正
常
な
状
態
に
戻
り
、
症
状
は
改
善
あ
る
い
は
消
失
す
る
。
し
か
し
、
他
の
ス
ト
レ
ス
刺
激
に

対
す
る
抵
抗
力
は
か
え
っ
て
弱
ま
る
。

第
三
段
階
の
疲
傭
期
に
お
い
て
は
、
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
が
あ
る
程
度
以
上
強
か
っ
た
り
、
長
く
続
い
た
り
す
る
と
、
適
応
能

力
が
無
限
に
続
く
わ
け
は
な
い
の
で
、
抵
抗
力
は
出
尽
く
し
て
疲
億
が
起
こ
る
。
抵
抗
力
は
下
降
す
る
一
方
で
、
一
旦
改
善

も
し
く
は
消
失
し
た
症
状
は
再
び
出
現
し
、
生
体
は
衰
弱
に
陥
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
般
適
応
症
候
群
は
、
も
と
も
と
生
体
を
防
衛
す
る
た
め
の
反
応
で
あ
る
が
、
ス
ト
レ
ス
刺
激
が
強
く
、

い
き
す
ぎ
が
起
こ
る
と
か
え
っ
て
有
害
に
働
き
、
前
述
の
よ
う
な
神
経
症
、
心
身
症
の
原
因
と
な
る
。
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・
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ー

リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
と
は
筋
肉
を
弛
緩
さ
せ
る
こ
と
で
、
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
抑
え
る
効
果
的
な
方
法
で
あ
る
。
元
来
、
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（4）（3）（2）（1）
■
　
生
き
る

リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
を
習
得
す
る
原
則
と
し
て
次
の
四
点
が
あ
る
。

一
七
〇

静
か
で
落
ち
着
け
る
場
所
で
行
う
。

楽
な
姿
勢
を
と
る
。

軽
い
心
理
的
な
刺
激
を
繰
り
返
す
　
（
例
え
ば
何
ら
か
の
こ
と
ば
を
心
の
中
で
繰
り
返
す
）
。

受
け
身
の
態
度
に
終
始
す
る
　
（
積
極
的
に
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
あ
れ
こ
れ
努
力
す
る
の
で
は

な
く
、
自
然
に
心
や
か
ら
だ
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
く
る
の
を
あ
せ
ら
ず
に
ゆ
っ
く
り
と
待
ち
受
け
る
）
。

こ
れ
ら
の
原
則
を
守
り
な
が
ら
、
本
格
的
な
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
法
を
簡
便
化
し
て
行
う
の
が
ブ
リ
ー
フ
・
リ
ラ
ク
セ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
る
。
以
下
、
内
山
　
（
一
九
八
五
）
　
に
し
た
が
っ
て
、
ブ
リ
ー
フ
・
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
の
や
り
方
を
紹
介
す
る
。

具
体
的
な
や
り
方
と
し
て
は
、
ま
ず
静
か
な
室
内
で
仰
向
け
で
横
た
わ
る
。
両
腕
は
力
を
抜
き
、
わ
き
腹
か
ら
一
〇
～
一

五
セ
ン
チ
ほ
ど
離
し
て
お
く
。
両
足
も
足
首
の
と
こ
ろ
で
二
〇
～
三
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
開
く
。
膝
の
裏
側
に
座
布
団
を
二
つ
折

り
に
し
て
あ
て
る
。
こ
の
方
が
両
足
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
や
す
い
。
眼
に
は
い
る
光
を
さ
え
ぎ
る
た
め
に
、
カ
ー
テ
ン
を
ひ
い

て
室
内
を
薄
暗
く
す
る
か
、
ハ
ン
カ
チ
を
細
長
く
た
た
ん
で
、
両
眼
の
上
に
の
せ
る
　
（
図
7
）
。

次
に
軽
く
眼
を
閉
じ
、
か
ら
だ
中
の
力
を
抜
く
。
特
に
両
腕
、
両
脚
を
投
げ
出
し
た
形
に
な
っ
て
そ
の
重
み
が
感
じ
ら
れ

る
の
が
よ
い
。
十
分
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
と
、
ま
ず
手
足
や
指
の
先
端
が
充
実
し
て
膨
れ
て
く
る
よ
う
な
感
じ
、
あ
る
い
は
し

び
れ
る
よ
う
な
感
じ
が
あ
ら
わ
れ
る
。

頭
の
中
は
何
も
考
え
ず
、
か
ら
っ
ば
に
し
て
お
く
。
初
め
の
う
ち
は
い
ろ
い
ろ
雑
念
が
浮
か
ん
で
く
る
が
、
気
に
し
な
い

こ
と
。
息
を
吐
き
な
が
ら
心
の
中
で
「
ひ
と
ー
つ
、
ふ
た
ー
つ
」
と
繰
り
返
す
の
も
よ
い
。
深
い
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
が
得



図7　リラクセーションのためのあお向け姿勢
く内山（1985）より引用〉

リラクセーション

深化期
同

図8　呼吸とリラクセーション

く内山（1985）より引用〉
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一
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二

ら
れ
た
か
ど
う
か
を
気
に
せ
ず
、
受
身
の
態
度
を
保
ち
続
け
、
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
が
自
然
に
あ
ら
わ
れ
る
の
を
待
つ
と
い

う
心
構
え
が
基
本
で
あ
る
。

呼
吸
は
、
鼻
で
ゆ
っ
く
り
と
静
か
に
行
う
。
必
要
以
上
に
吸
い
込
む
こ
と
な
く
、
自
然
に
ま
か
せ
る
。
は
き
終
わ
っ
て
も

す
ぐ
に
吸
う
の
で
は
な
く
、
は
き
終
わ
っ
た
ま
ま
の
呼
吸
静
止
状
態
が
数
秒
続
き
、
そ
れ
か
ら
吸
い
込
み
が
自
然
に
始
ま
る

と
い
う
ふ
う
に
す
る
。
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
は
特
に
息
の
は
き
出
し
期
と
そ
の
後
の
数
秒
間
の
呼
吸
静
止
の
と
き
に
深
ま
る

（図8）。
練
習
は
一
日
三
回
、
一
回
の
所
要
時
間
は
一
〇
～
一
五
分
と
す
る
。
最
後
の
一
分
間
は
眼
を
開
け
て
そ
の
ま
ま
の
姿
勢
を

続
け
、
そ
の
後
起
き
上
が
る
よ
う
に
す
る
。
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